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タカ目鳥類の渡り時の飛翻速度

吉居清

日本野鳥の会三重県支部．〒516-0043伊勢市藤里町130-2

はじめに

タカ目の渡り時の飛翻速度について，北アメリカではCochran＆Applegate（1986）がハ

ヤブサＲｚ/ＣＯﾉｳ“電ノカｆｓとコチヨウケンボウRCCﾉﾉ""6α7カ心について，KerlingeI｡（l995a）

がミサゴＲz"dio〃肋z/"e"ｆｓなど８種のタカ目鳥類について詳細に研究している．さらに

Kerlinger(1995b)はトランシーバーとストップウオッチを使った基本的な方法からレーダに

よる方法，電波発信機をつけて航空機で追跡する方法などによる実測例を紹介し，消岱エネ

ルギーの効率が最も高くなる速度を選ぶ,と説明している.またヨーロッパではA1erstam(1990）

が各種鳥類の航空力学に基づく飛朔速度の理論的検討と実測例を紹介している．

国内では，武田（1989)がサシバＢ"“/"γｉ"此ﾉ婚の群れの移動速度を約40km/ｈと報告し

ている．また森岡ほか（1995）は自動車で追跡して40～50km/h，特定のサシバの個体につい

てトランシーバーを使った２地点間での調査からは12km/hと報告している．しかしサシバ以

外のタカ類についての報告は見当たらない．

筆者は1982年以来，三重県伊勢市の自宅と近くのやすらぎ公園を定点として秋期にサシバ

などタカ目鳥類の渡りの調査を続けており，その成果の一部は吉居・吉居（1992）に報告さ

れている．これまでの調査結果を分析していて，当地と伊良湖岬とのあいだにおける渡りの

飛潮速度について長いあいだ疑問をいだいていたが，個体識別がむずかしいため，それを求
めることができなかった．

しかし，2000年１０月８日の午前１１１，伊良湖岬の恋路が浜で渡りの調査を行なったところ，

その結果を同じ日に伊勢のやすらぎ公園で行われた調査結果と比べることにより，両地点を

通過した時刻の間隔から，サシバ以外の４種の飛朝速度を求めることができたので，ここに

報告する．筆者が伊良湖岬で調査をしているあいだ伊勢で調査され，ｉＩｔ亜なデータを提供し
ていただいた川北俊夫氏にお礼を申し上げる．

調査方法

調査は，伊良湖岬では恋路が浜駐車場の海寄りの場所で2000年１０月８日の9:10～１１:00のあ

いだ，伊勢では伊勢神宮の外宮の西側に隣接するやすらぎ公園内の東側が見通せる墓地内で

6:00～１２:00のあいだ，肉眼および７～８倍の双眼鏡をもちいて行なった．これら両地点の位

置関係は図ｌのようになっており，その直線距離は31.6kmである．

伊良湖岬で観察したサシバ以外の４種のタカ目鳥類は,１０:00～１２:00のあいだに伊勢でもす
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図１．調査地．

Fig.１．Studyarea．

表1.2000年10月８日の伊良湖岬と伊勢で観察された猛禽類の渡りの数

Table１．NumbersofraptorsobservedonmigrationatCapelragoandlseonOctober8,2000.

8:45のミサゴは，伊良湖港防波堤外側で船上から観察した

伊勢Ｉｓｅ

べて観察されていた(表１）．また，伊良湖岬で観察したこれらの個体は多くが三河湾寄りの

コースを通っており，その飛行方向は伊勢の方向であることから，これらが同一個体と仮定

することは妥当と思われる．そこで，伊良湖岬と伊勢で観察した各個体の通過時刻と，これ

らの通過時刻の間隔から求めた両地点間の飛翻時間と直線距離をもとに飛朝速度を求めた．

ただし,6:00～9:59のあいだに伊勢で観察された３羽のハチクマ馳加is”zﾉo7wsは伊良湖岬

で観察されたものには対応していないので検討の対象から外した．また，ミサゴは伊良湖港

防波堤の外側で記録したため，伊勢との距離を31.0kmとして計算した．

日本気象協会のアメダスの記録によると，当日の調査時間帯において伊良湖岬の風は東南

東で風速４～５ｍ/s,伊勢湾口をはさむ対岸の鳥羽では東南東または南東で風速２ｍ/sであっ

た．また，伊勢は伊良湖岬からみて東西の方向に対して約20度，南寄りに位置しているので，

伊良湖岬から伊勢に向かう風の方向は東南東の風に対して約45度の角度になる．したがって，

伊良湖岬Capelrago
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表２.伊良湖岬と伊勢での猛禽類の通過時刻，飛期時間と飛期速度

Table２．Passingtimeatlragoandlse,flightdurationandspeedofhawks．

31.6

44.1

1２．２

通過時刻passin質tｉｍｅ 飛期時間 対地速度 対気速度

伊良湖Irago 伊勢Ise duration(ｍin） groundspeed(kｍ/h） airspeed(kｍ/h）

伊良湖岬と鳥羽のあいだの平均風速をアメダスの記録から東南東の風3.25ｍ/sとすると,伊良

湖岬から伊勢に向かうタカ目鳥類が受ける風は追い風2.3ｍ/s(8.3km/h)となる．そこで，平

均対地速度から風速を差し引き，対気速度(大気に対する速度，風速がｏのときの対地速度）

を求めた．

ミサゴＰα”わ〃加脆2畑ｓ

ｌＯ８:4５

２１０:2０

10:05

11:5０
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１０８
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17.6
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36.8

平均average
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10:10
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1２９

結果および考察

表２に平均対地速度および対気速度を示した．タカ目鳥類が渡るときの飛び方には，羽ば

たき飛期，滑期，帆期の３種類があるが，伊良湖岬と伊勢のあいだのように距離が30km以上

あると，通常はこれら３種類の飛び方を組合わせて渡ると考えられる．したがって，表２の

速度はこれらの飛び方が組合わされた場合の速度である．

表２の平均対地速度をみると，チゴハヤブサＲ７/ＣＯＳ"66"/ｇｏが37.9km/ｈとハチクマの45.

1km/hよりも遅いのは意外であるが，26.9km/hのノスリＢ""０６"/ＣＯや20.5km/hのミサゴの

飛期速度がかなり遅いことは，渡りのときのゆったりとした飛び方からある程度，納得でき

る．ハチクマはサシパに混じって一緒に渡る例が多く見られることと，その飛湖速度が武田

が報告しているサシバの飛期速度の40km/hに近い45.1km/hとなっていることは，矛盾しない

結果となっていた．

通常，我々が直接測定できるのは対地速度であり，対気速度を意識することはない．した

がって，今回の対気速度については考察できないので，１つの参考データとしたい．

今回の調査では，各々の個体識別ができていないことから，「同じタカ目鳥類の伊勢での通

過順序が，伊良湖岬のそれと同じか？」という疑問が残る．まずハチクマは１羽だけである

から，間違いなく対応している．また表２から，２羽のミサゴは両地点での通過時刻の間隔
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が伊良湖岬で77分，伊勢では105分と両地点間の飛朝時間に近く，通過順序が逆転する可能

性はない．これに対して，チゴハヤブサは通過時刻の間隔が伊良湖岬で27分，伊勢では10分

と，両地点間の飛翻時間に比べてかなり短い．またノスリは，ほぼ同じ時刻に伊良湖岬を通

過した２羽が伊勢では22分の間隔になっている．したがって，チゴハヤブサもノスリも途中

で追い越して，伊勢での通過順序が逆転した可能性は否定できない．

国内ではタカ目鳥類の渡り時の飛朝速度についての報告が少ないので，今後，各地でも同

様の調査が行なわれることにより，タカ目鳥類の渡り行動が解明できると思われる．
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Flightspeedofmigratinghawks
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IcalculatedtheflightspeedofmigratingOspreysHz"di0”ノjα/わe“，HobbiesRz/ＣＯＳ"66"/”，

CommonBuzzardsB"彫０６"/goandHoneyBuzzards""!お”んoﾉＷＳ・Themigrationofthese

raptorswasobservedonOct､8,2000attwositesonthemigrationroute・Oneofthemislrago

PeninsulaandanotherislseCity・Ｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏｓｉｔｅｓｉｓ３1.6kｍ．Theflight

speedswerecalculatedfromthedistancebetweenthetwositｅｓａｎｄｔｈｅｔｉｍｅｔａｋｅｎｔｏｆｌｙｂｅｔｗｅｅ、

them，AveragegroundspeedforOspreywas20.5kｍ/h,ｆｏｒＨｏｂｂｙ３７､9kｍ/h，forCommon

Buzzard26､9kｍ/h,andforOrientalHoneyBuzzard45､1kｍ/ｈＷｈｅｎｃｏｍｐｅnsatedforthe

speedofthefollowingwind,theflightspeedswere１２．２ｋｍ/h,29.6kｍ/h,18.6kｍ/ｈａｎｄ３６８ｋｍ／

h，respectively．
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